
〈奥能登・輪島市〉能登半島地震復旧・復興活動参加レポート

復旧活動１日の主な流れ（DAY3）

災害NGO〈結〉サポートの元、奥能登・輪島市を中心にベストアクションメンバーが被災地復旧作業へ５日間参加して
まいりました。2024年6月3日（月）～2024年6月7日（金）活動の一部をご紹介いたします。

6：00 起床

8：00 全体ミーティング
当日の作業配置・持ち場の確認

9：00 現場へ移動

10：00 民家のブロック塀瓦礫撤去作業

12：00 海辺でランチ
（営業しているお店を探して訪問！この日はブルーベリーカレーをいただきました）

16：00 輪島朝市を視察訪問
（当日より行政指導の元公費解体作業開始）

17：30 ボランティアメンバーで夕食作り

21：00 手作り 風呂

21：30 ボランティアメンバー意見交換等

23：30 学校の教室にて就寝

8：00 当日のボランティアメンバーの顔合
わせ、チーム配置等ミーティング

10：00 この日は輪島市にて依頼「民家ブロック塀が
突き刺さっている、瓦礫撤去作業」

13：00 お寺の樹齢800年の御神木が倒れて
おり危険な為、交通整理をしながら解体作業

11:00 ボランティアメンバーみんなで話し
合いながら作業を進めます

活動拠点〈災害NGO 結ベース基地〉石川県七尾市の廃校となった学校を借りて災害支援ボランティア活動を震災翌日1月２日より開始。全国から集まるボランティアメンバーの受け入れをお
こなっており、1日平均50名ほどが参加。1月から累計4,500名のボランティアを受け入れ。年齢層は幅広く赤ちゃん～70代まで活躍中。ボランティアスタッフのヘルメットや車には古着deワ
クチン能登応援パッケージのロゴが入っています。

21：00 ライフラインが止まってもお湯が
使えるように工夫された手作りのお風呂

別日には
こんな活動も

←お寺の灯篭が倒壊し通行できな
い状態の為撤去作業

仮設住宅で暮らす方々へお茶会サロン
開催（コミュニティの復旧）

赤ちゃんも参加しみんな笑顔に→

輪島市門前の遍照寺の本堂
瓦礫撤去作業→




